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【学校教育目標】自己実現に向かい心身ともに豊かで自ら学ぶ高木っ子の育成

★夏休みを前に スマホやゲーム機との付き合い方を考える

あと１週間あまりで夏休みです。子どもにとっては自由に使える時間が増大します。学校があっている時に
はなかなかできない「長い時間の読書」や、生物を育てて観察する、工作を作る、料理を作るなどに大いに取
り組んでほしいと思います。
さて、保護者の皆様のお宅では、子どもが自由に使える通信機器（スマホやゲーム機など）はありますか？

夏休みは、スマホやゲーム機などを使用する時間が長くなる心配があります。そしてそれらの使用をめぐるトラ
ブルも考えられます。先日、青少年健全育成町民会議で「ネット社会における子どもたちの現状と保護者の
役割」をいう講演を聞きました。なるほど････と感じることが多かったので紹介します。

高木小だより高木っ子 NO.10

御船町立高木小学校

令和 ４ 年 ７ 月 12日 （ 火 ）

文責 ：校長 荒牧和子

※ 人権クイズにチャレンジ！（「高木っ子ＮＯ８」） ～解答～

１ 次の文章には不適切（差別的）な表現、間違った表現があります。どこでしょうか？

①今配ったプリントは「父兄会」の案内です。出欠の返事を来週月曜までに提出して下さい。

※父兄会は、父親（男親）が一番偉いという家長制度があった時代の言葉。ここには母親（女性）は
入っていません。生物学的には誰にも父母はいますが、必ずしも父母が保護者とは限らないので、
祖父母等も含め子どもを「保護育成している方」という意味で、現在は「保護者会」と言います。

②あなたの身近に「ちほう症」の人はいますか。

※「ちほう症」には、「痴呆」という「何も考える力がない」というような「相手を下に見た感覚」が
あり、使われた相手や家族はとても嫌な気持ちになります。現在は、「認知症」（物事を認知する機
能に難しさがある）という言葉を使います。

２ 次ののマークは、何をあらわしているでしょう。

①
② ③ ④

※ ①：聞こえが不自由なことを表すと同時に、聞こえない人・聞こえにくい人への配慮を表すマー
ク

②：身体障害者補助犬（盲導犬、介助犬、聴導犬）法の啓発のためのマーク
③：ヘルプマーク。義足や人工関節を使用している患者、内部障害や難病の患者、または妊娠初

期の人等、援助や配慮を必要としていることが外見では分からない人々が、周りに配慮を必
要なことを知らせることで、援助を得やすくなるよう作成されたマーク

④：人工肛門・人工膀胱を造設している人（オストメイト）のための設備があることを表すマー
ク

【事例１】
＊未熟なコミュニケーション力、想像力不足で誤解、トラブルに！ＳＮＳでのやりとりで。
・「Ａ子の服のセンスよくない」→いいと言っているのか？悪いと言っているのか？
・和子「明日Ｂ男とカラオケだ～」明子「私も行くよ～」和子「何で行くの」→どうして明子
も行くのか！と言っているのか、「どういう交通手段で行くのか」と尋ねているのか？

【事例２】
＊リアル（現実の生活）で相談相手が見つからないと････
・ＳＮＳでやりとりをした相手に悩みを聞いてもらえて信頼。「裸の写真を送って」という要求に
こたえて送ってしまった････。

【事例３】
・無料の通信ゲームをやっていた冬子。無料ならと親も許可していたが、新たに手に入れるアイ
テムは有料。冬子は親のカードを使い課金していく。やがて総額400万円以上の請求が･･･

★我が家のルール（時間・場所）を必ず作る！守れなかったらどうするかも。

★フィルタリングを必ずかけ、その機能が有効になっているか確認する。

★子どもに今、本当に必要ですか？ 買い与える前に家族会議を！
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